
 

 
 
 
 

 
 
 
 

今年度を振り返って 
 

校 長 海江田 なぎさ  

 

２月も、保護者・地域の皆様には、様々な御協力をいただき、ありがとうございました。 

２月２日の学校運営協議会では、保護者の皆様にも御協力をいただきました学校評価ア
ンケートの集計結果などをもとに、今年度の振り返りを行いました。 

１ 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実、基礎学力の向上 

全教員がＩＣＴを活用した「アクティブラーニング」型授業公開などの校内研修、大久
保小・神田小と３校合同で行う研修会などに取り組みました。ＩＣＴの活用については、
２年間の研修で一定の成果は見られるものの、今後は、それ自体が目的化しないよう、身
に付けさせたい力を常に明確にした授業づくりに取り組みます。 
学力向上、充実した授業づくりについては、教員や生徒の自己評価に対し、保護者の評

価は低いという課題があります。教員の授業力のさらなる向上とともに、学校の取組を積
極的に発信すること、家庭との連携をさらに進めることなどが必要であると考えます。 

２ 「みんなが来たくなる大久保中」であるための生徒指導･教育相談体制､生徒の自治的活動の充実 

外部機関とも連携した組織的対応、学校行事や日常の学校生活における自治的活動の充
実に取り組みました。「生徒が喜んで学校に通うこと」は、生徒・保護者・学校・地域す
べての立場の人たちが強く願っていることですが、その期待に十分に応えられていないと
いう実態があります。個人で抱え込むことなく組織で対応することを徹底するとともに、
大人と子どもがともに課題の解決に取り組むという姿勢を共有していきたいと考えます。 

３ コミュニティ・スクールとしての成長に向けた学校・家庭・地域の連携 

持続可能な地域との連携、学校教育活動の積極的な発信に取り組みました。「地域に開
かれた学校」となるために、今よりも様々な場面で、生徒の意見を取り入れた学校運営に
取り組んでいきたいと考えます。 

４ 安心･安全な学校であるための職員の危機管理意識の向上と学校の特色を生かす予算運用 

登下校時の大きな交通事故、緊急搬送、アレルギー緊急対応、施設管理不備に起因する
事故ゼロを、今後も継続していけるよう、引き続き、教職員の危機管理能力を高める研修
や定期的な点検に努めます。 

５ 一人ひとりが力を発揮できる学校であるための教職員研修と業務改善の充実 

業務改善については、保護者や地域の方々の理解を得られているからこそ進めることが
できていると感じています。ありがとうございます。これからも、「学校が、質の高い教
育活動を継続していくため」という視点で、教職員研修と業務改善を進めていきます。 

 
今年度も、多くの皆様に見守られ、お力をいただいたことで学校運営ができましたこと

に、厚く御礼申し上げます。学校運営協議会で、タブレットの持ち帰りや校舎の外観の改
善なども話題にあがったように、様々な課題がありますが、これからも、家庭、地域のお
力をいただきながら課題解決に取り組み、「地域に開かれた学校」を目指してまいりま
す。どうぞよろしくお願いいたします。 
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